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で 2
見 0
る 1
こ 1
と 年
力
'にで 製
き 作
る し
た
鹿
背

機
の

よ暑
C場
木 郷

軍轟
で 館

鹿
背
山
城
の
名

全
:国
|‐

||   ||||

`lt

一
木
津
川
市
を
拠
点
と
す
る
市
民
団
体

「木
津
の
文
化
財
と
緑
を
守
る
会
」
が
１
９
７

３
年
０
発
足
か
り
綸
臓
年
を
迎
え
た
。
市
内
を
流
れ
る
木
津
川
が
水
運
の
要
衝
だ
っ
た

こ
と
を
示
す
還
‐跡
が
住
宅
地
に
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
地
域
の
歴
史

を
学
び
、

２
０
０
■
年
か
ら
整
備
を
続
け
る
中
世

の
山
城
跡

「

」
は
早
け
れ
ば
来
年
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
で
、

長
年
の
奮
闘
が
結
実
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【南
陽
子
】

物
の
優
示
会
へ
出
か
け
、
調

査
し
た
町
教
委

（当
時
）
か

ら
「重
要
な
遺
跡
」
と
問
く
。

同
時
に
宅
地
に
な
る
と
も
教

え
ら
れ
、
来
場
者
名
簿
を
も

と
に
上
津
遺
跡
を
守
り
た
い

と
呼
び
か
け
状
を
出
し
た
ｆ

町
内
の
約
Ю
人
で
同
年
８
月

に
「守
る
会
」
は
発
足
し
た
。

だ
が
一
す
ぐ
に
自
間
す
る
。

遺
跡
が
な
ぜ
重
要
な
の
か
、

自
分
た
ち
で
説
明
で
き
な

い
。
町
の
人
々
を
動
か
す
こ

と
も
で
き
な
い
。
町
長
や
町

議
会
に
保
存
の
要
望
書
も
出

し
た
が
、
開
発
は
覆
ら
な
か

っ
た
。

「歴
使

‐が
分
か

っ
て

い
な
い
と
文
化
財
は
守
ら
れ

な
い
」

（岩
井
さ
ん
）
と
、

四
つ
の
研
究
部
会
で
町
の
歴

史
を
学
び
始
め
た
。

こ
の
年
の
秋
、
泉
津
の
南

に
広
が
る
丘
陵
地
に
山
城
跡

鵜

降
袂

購

鄭

・輌

‐３
５
Ю
研
ず
繭
北
３
０
０

厨
に
広
が
る
鹿
背
山
城
は
、

‐５
世
紀
後
半
に
は
奈
良

・
興

・福
寺
の
出
城
だ
ち
た
と
考
え

ら
れ
、
大
和
と
の
関
係
史
に

お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持

と
は
い
え
、
ほ
ぼ
無
名
の

山
城
跡
“
転
機
は
２
０
０
０

年
、
会
恒
例
の
歴
史
探
訪
で

山
城
研
究
の
定
番
と
さ
れ
る

奈
良
県
の
城
跡
を
見
学
し
た

こ
と
で
訪
れ
た
。

「鹿
背
山

城
の
方
が
素
晴
ら
し
い
。
我

々
が
世
に
出
そ
う
」
。
翌
０１

年
か
ら
月
に
２
回
、
荒
れ
山

に
分
け
入
り
、
見
学
コ
ー
ス

の
整
備
を
始
め
た
。

竹
本
を
切
り
払
い
、
草
を

刈
り
、
碑
や
案
内
板
を
建
て

る
。
城
跡
の
模
型
を
作
り
、

諸
演
会
を
開
き
、
市
教
委
に

発
掘
調
査
の
実
施
を
訴
え

た
。
調
査
は
０８
～
‐６
年
度
に

実
現
「
市
毅
委
は
文
化
庁
に

対
し
、
早
け
れ
ば
７
月
に
国

史
跡
と
し
て
申
請
、
来
年
２

月
に
指
定
を
受
け
た
い
と
す

る
。城

跡
の
整
備
作
業
は
２
年

ほ
ど
前
か
ら
毎
週
に
増
や

し
、
２
月
２
日
に
は
第
３
０

０
回
に
達
す
る
。
率
い
る
同

会
事
務
局
長
の
後
藤
啓
治
さ

ん
（７４
）
は

「全
国
に
鹿
背
山

城
の
名
が
売
れ
て
ほ
し
い
」

と
喜
ぶ
。

一現
在
の
会
員
は
約
帥
人
。

岐
阜
や
兵
庫
な
ど
府
外
に
も

広
が
る
。
年
１０
万
円
ほ
ど
の

会
費

（１
人

‐
１
‐
・
５
０
０
円
）

と
、
木
津
川
市
と
時
か
ら
の

補
助
金
４０
万
円
余
り
を
や
り

．く
り
し
、
４０
周
年
記
念
誌
と

し
て
会
報

「泉
」
の
第
２
号

（全
“
で
）
を
発
行
し
た
。

●
会
報
は
”
年
に
創
刊
号
を

出
し
た
き
り
、
資
金
難
で
途

絶
え
て
い
た
。
今
回
は
、
伝

一承
し
か
残
っ
て
一い
な
か
っ

謙
錫
驀
錮

ま
つ
わ
る
古
文
書
を
読
み
説

い
た
成
・果
を
特
集
し
て
い

る
。木

津
晒
も
木
津
川
の
水
運

あ

っ
て
の
も
の
。
岩
井
さ
ん

は

「今
後
は
泉
津
と
い
う
３

♂
に
わ
た
っ
た
大
河
川
港
の

存
在
を
世
に
出
し
た
い
Ｌ
と

話
す
０
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「泉
」
第
２
号
を
９
０
０

門

（剛
に
送
料
１
０
０
円
〉

で
販
売
中
。
申
し
込
み
は
岩

井
さ
ん

（０
９
０

ｏ
５
１
２

９

ｏ
８
９
０
８
）
。
佃
に
年

４
回
の
文
化
講
座
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
・

木
津
IIl

守
る
会L
発
足
40
年

整1備続け歴:史、意義を発信
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